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針葉樹を害する ﾡ量類に就て

一、はしがき

第 1 圖 ト ドマツオ ・ デブラの 

家生ル河

近年北海道のエゾマツ、トドマツ林地に低種のﾡﾡが多数殺生 

し、樹液を吸収するなめ、其生長 が著しく 阻害 され、ﾡし9は枯死 

に至れるものもあ り、或は新芽の端にﾡ興ﾡのﾡ複をﾡるねめ、 

其仲長と阻害せられ、大害を被りつつあるものもあるが、連かに該 

ﾡの生態を明かにし、之が適切なる 

防除策を構ずる乙とは、森林資源の 

確保が叫ばるる秋、緊要な問題であ

る。

ﾡﾡは種ﾡに依 り著しく生態を 

異にする ものがあるのて,、主要なる 

種ﾡの生態、次いて駆除の時期、有 

効藥溯及林業的防除の順序に試驗施 

行中てある。これが結果の詳細は、 

追て公表の豫定であるが,本邦に於 

て 林業上動蟲の被害 を指摘せ らるる 

に至っなのは、最近のことてもある 

のて、双敢へず該露の形態生態及防除法の一端 を述べ、實務家の參 

考に供し度ひと思ふ。

二、林業上V於けるﾡﾡ研究の起勢

現今知 ら るる動蟲は、凡そ 2,000種てある。農業上の有害動蟲に 

就ては、旣に多數の學者に依って種類,生態, 防除法が研究され、
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幾多の業蹟が發表されて ゐるが, 其主要文献のみにても、数百の多 

9に逢する。林業上有害甥認として,歐洲に於て早く よ り花目され 

なのは、 ッモ ミﾡに寄生しﾡﾡを道るぜ野ﾡてあつて、Cholo- 
dkovsky 氏以來多數の學者に依つて硏究されたが、撮痩を造らざる 

動蟲の害は、造林熱の少なかう し時代に於ては、左程要震せられ 

ず4日に及んてゐる。本邦に於て も 同樣、林業上の有害ﾡの種類 

生態及防除法は今日尙不明のものが多い。

三、形態及生態上の特異性

動盗類は形態上 よ り野費科 Athididae, 綿ﾡ科 Priosomnatidae, 
銀野科 Adclgidae, 獅野科 Phylloxeridae の 4 科に大別せ ら る。普 

通針葉樹の樹幹枝、嫩枝、根等に寄生し、蟻と共棲し厳痩を造らざ 

る 甥蟲は動變科及綿蟲科に屬 し、新ﾡにﾡﾡをﾡるか若く は ・ドマ 

ッ、 カラーッ、マッ等の葉や新ﾡに寄生するﾡﾡは後野科にﾡする 

ものが多い。生態上前二者と後者との著しく異るは、前二者は夏季 

胎生にて雅殖し秋季は兩性生殖をな し、卵子にて越年するもの多き 

に對し、後者は卵生にて、總て胎生兒を產する 乙とな く、幼操間に 

て越多する黙てある。

1. 大ﾡ亜科 Lachninae
針葉樹に寄生 し蟻と共棲し建瘦を造らざる動蟲は、ﾡﾡ科中の大 

動亞科に屬するものが多いので、特に乙れ等の形態及生態の特異性 

について簡單に述べよ う。

(イ) 無刻ﾡ生雌ﾡ (Winsgles viviparous female)
zれは卵よ り 孵化せる 幹毋 (Stem-mother) と 少しく 形態 を異にせ 

る幹母の子孫 (Virgogenia) と に分つ 乙 とが出來る。

(ロ) 有刻ﾡ生雌ﾡ (Winged viviparous female)
乙れは第 2 世代、若く はそれ以後の世代に 出現する も, 大ﾡ類て 

は大部分の種顧第 2 世代に最も多数出現する傾向があ る ・

() 卵生雌ﾡ (Oviparous female)
大動類では無翅なれ ども、他の類て'は稀に有翅の ものもある。

(=) 雄 当(Male)
有翅 と 無翅 と 2 型あ り 大部分は有翅な るも、エゾマッオホア ブラ 

Cinara ezoana Inouye の如 く 無ﾡな る もの も ある。有の雄ﾡは有 

刻ﾡ生川識よ り 一般に小型である。

(*) 卵(Egg)
卵は長精圓形にして、兩端圖味を帶ぶる ものが多い。産下常初は 

黄色又は緑色なるも,間もなく濃色となり遂に漆黑色に變ずる。

交に1例として本道に於て、目下盛んに發生し、大害を與へつつ 

ある トドマッ オホ ア ブラ のの習性經過の大要を述べ ょう。

ト ドマッオホアブラ Cinara todocolus (Inouye)
原記載 Tuberolachnus todocolus Inouye, Insect Matsumurana 

vol., No. 4, June, 1936.

本種は卵にて越冬し、野幌に於ては5月上、中イよ り解化し初 

め、 6月上、中創に至りて幹母の成数が現れる。第1世代は全部無 

処の雌て、ﾡ性にて第2世代ﾡをﾡ生する。第2世代曲は、有翅又 

は無翅にして、7月上、 中に於てこの成典が現れる。第2世代の 

有刻型は、興株間に移動し、無ﾡ型は共寄主に留りて、共に無の 

第 3 世代 を 車性 にて 胎生 す る。然し稀に第3世代の-部な る 無ﾡ型 

の仔、即ち第3世代ﾡの一部に、有導型を生ずることがある。第3 
世代以下若干の無翅の世代 を重ね、11月上旬 に至れば有性の成蟲 を 

生ずる。雄は有翅なるも、卵生雌は無翅である。卵生雌は交尾の 

後、黄色に して小豆形の微小な る卵 を葉裏に產む。1 頭の産卵數は 

2-6個にして、數日後黒色に變化する。本種は第1代より有性の成 

蟲出現する迄は、多數幹上に群集寄生 し常に蟻の來訪を受け、概ね
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土英を以て保護せらる。卵生雌は変尾後群を離れ、同一株若くは異 

株に歩行し、葉裏に産卵するﾡ性ありて、産卵の分布隔域をﾡ大す 

る樣に見 られ る。以上の經過 を 圖解せば次の如 くてある。

(第1世代) (第2世代) (第3世代) (第4世代) (第述世で) (H性世代)

秋春

無 刻7有 翅-----・ﾡ 超'

(ﾡ 翅-----行 翅.

有ﾡ()～、、

卵
無(出>---

ﾡ ﾡ....刻

T際野幌に於て は第 4,5 世代以下の軍. 性世代は、出現せず して第 

3 世代又は第 4 世代の無物蟲 よ り両性ﾡを生ずる場合がﾡく ない。

2. 後 ﾡ' 科 Adelgidae (Chcrnicsidac)

後野科Adclgidae は、アデルケス亜科 Adelginae (Chermesinae) と 

ビネウス亜科 Pineinae と に區別せられる。本科の ものは大部分親 

ﾡを生ずる も、中には全々蟲瘦の發見 されない種類も ある。

毬動蟲は種類に依 りカラマッ Larix, モ ミ Abies, マ ッ Pinus 等 

の中間寄生を有し、其生活様式は實に複雑にして、之が習性經過の 

調査はMる 困難な る も のてあ る。歐洲には 5 世代②生活環に して、 

2 ヶ年で一世環を終る ものと、2世代の生活環に して 1 ヶ年で一世 

環を終る ものと 2 型ある。本産 ゾマッカサアブラ Adclgesjnpo- 
nies (Monzen) は2世代の生活環をとる。然し、このﾡは元楽5世 

代系の ものが、環規の變化に伴ひ2代型とな り し ものの如く、地 

方的 に 5 世代型の もの無し と 斷言 し得さ る 状態にあるを以て、一通 

り隊洲産の正なる型の生活様式を述べよ う。

第 1 世代 luncatrix 基母又は幹母

第 5 世代の 兩性雌蟲. の卵 よ り 生 じ越年せ る 無翅蟲 にし て、早新 

を刺激し、不規則なる生長を促し、成線せば無性的に産男する。 

第2世代 Migransalatn有ﾡ移動世代

基母の卵よ う 生じた る幼蟲は,新芽の内部に使入し、ﾡﾡを造り 

其の内にて數囘脱皮の後、蛹となり外界に出て、有翅無性の雌蟲と 

なる。このものは、中間寄主としてカラ〜ッ共他を求めて移動し産 

卵する。

第3世代 Exulans移住世代

第2世代の卵よ り 孵化 し、幼蟲體にて カラマツ其他上に越年 し、 

早春生長 し無刻の成農 となゝ、無性的に産卵し蟲瘦を造 らなv。そ 

れx り生ずる子孫に2型あり、一つは自己を同型のものを生ずるか 

又は夏蟲 (Aestivalis) を も生じて同世代を正る か、若くは第4世代 

の産性ﾡを生ずる。 .

第4世代 Sexupara 産性典

産性ﾡは有場に して、最初の寄生に歸來 し無性的に産卵す る。

第5世代 Sexualis 雨性ﾡ

産性ﾡの卵 よ り 雄 と雌とを生 じ、交尾後雌は只 1 個の卵 を産み 乙 

x り第1世代が生ずる。

今 1 例と して本邦産= ゾマッカサァ ブラの生態を極 く 簡Wに記す 

る と次の如く てある。

エ ゾマ ッカサアブラ Adelges japonicus (Monzen)
原記載 ChermesjaponicusMonzen,Monograph No.I p.71 Saito 

Ho-on kai Sendai, I929.

9月上、中旬有翅無性の雌蟲に依 りてクローゾマ ッ葉裏に產下さ 

れたる卵は、 9月30日頃よ り孵化し初め、幼典は10月中に充質せる 

冬非の基部を求めて附着する。このものは背面より白色の蠟質細毛 

を生じ、幼蟲の儘にて越年する。翌春無翅無性の雌蟲(成熟せる基 

冊) となら、無性的に産卵する。5月中、 下旬これよ り解化せる幼 

ﾡは、新芽の開舒と同時に、内部に進入し. 数ﾡを造る。当ﾡは8 
月下旬- 9 月上旬一齊に開 2初め、中よ bﾡﾡ出し、葉上にて一同

5



脱皮の後、有翅無性の雌蟲とな る。乙の ものは一 部は、自己の寄生 

せる樹の他の部分に、殘餘は隣接木に移動 し、無性的に産卵する。 

それよ り孵化する幼識が越年する ことは、旣に述べた通りである。 

野幌に於ける紙過表をﾡ示せ次の如 くである。

一幼 © 師

四、ﾡ皇の加害

ﾡ難の寄生植物に到する加は、直接と間接の2種にﾡ別せられ 

る。

1. 直接の加害

動掘は樹液を吸收し、樹木に生理的障害を起させる。乙れを更に 

(イ )に樹花 を 吸收 し当ﾡ を造らざるもの、(ロ)樹液 を 吸收 し新芽 

に融腰を造る もの、とに幅分して考へる必要がある。

(4) 單に樹液を吸收し蟲換を造らざるもの。

大動及毬動の一部に見られ、樹液の吸收は, 樹木の生理作用を阻 

苦する結果.被害木は其生長著しく不良となる。連年乙の被害を繰 

返すと合は、屈枯死する ものを生ずる。樹木は農作物と異り、生長 

休止期 に動蟲の寄生 を 受ける と 其被害が一府著しく、も新芽に近 

く寄生したる場合は、其被害程度が更に多 3 い。即ち野の以収に 

依り、翌年の生長に準備され:たる榮養を失ひ、生理的缺陷を生ずる 

ときは、寒者、霜害、乾害に罹り 易 

くなる傾向があるからである。(第 

3 ﾡ塗照)

(v) 樹液 を 吸收 し新芽 に 蟲鹿 を

造る もの。

乙れはぜ野科に多く見られる。野 

部の吸收に依り、樹勢を減退せしめ 

るは勿論なるも、新芽が蟲寝と變じ 

伸長を停止する關係上、其被害は前 

者に比し一層甚大である。激害地は 

これが爲め、不成林となることがあ 

る。(第4園象照)

ﾡ本科の中にはヒメカサアブラ 

Adelges:ishiharai(Inouye) の如く、

被害木

(最近3 ヶ年の被害經過)

ソモ ミ風にﾡを造るが、或世代には トドマツの葉上て、生活 し甚 

冇害なものもある。

2. 間接の加害



これはﾡﾡが病歯側播の米介をなすそとてある。時と しては直接 

の者よりも寧ろ共管の祉し合乙とがある。カラマッ媒病 Limacinia 
sp.は、カラマツオホホアブラ Cinara laricis Walker の媒介に依る も 

のてある。菌は先づ 乙の動蟲の分泌物に寄生 し、これを培養基とし 

て、繁殖蔓延する ものにして、ﾡﾡなく しては寄生する能力はな 

い。トドマッ オホ アブラ の爲め トドマツ に も 煤病 の 一種が寄生 し、 

生長 を 阻害 しつつ ある 例 は 野幌國有林て展 ・ 發見 され、野費は 直接 

に害を與ふる他、間接にﾡ病をﾡ延せしめ、枯死せしびる場合がﾡ 

くない。乙れ等の害はカラマツ、トドマツの幼苗よ り寧ろ齢木に 

多く見受けられる。 ・

五、螃蟲と蟻との關係

ﾡ議 と 蟻 と は共棲 し、古來か ら 極めて 密接な W係があ る と 信ぜ ら 

れcゐる。元來植物の榮養は蔗糖、ﾡ化糖.柳村並に小の公白質 

の水液 よ なつてゐる。其中の蔗糖の大部分は、斷蟲の消化器管內 

に於て分解され、韓化糖となるもﾡ典の機内にては、 乙れ等植物ﾡ 

獲分のての物質が少づつ同化さえれるに過きないから、 其排洲物 

は、多量な る ばかりでなく、ﾡ物溶液僅に比べ、特化精のはﾡ 

糖より遥かに多いと考へられてゐる。この液は無色透明にして、I 
々 織外に排せ ら る。動蟲は斯如 S 甘液 そ供給す るを以て、 種の 

蟻は土莢を造り動蟲を其內に保護する。例ばエ ゾクシグアリ Mur- 
mica lobicornis Nyl. var. jessensis Forel エゾアカヤマア ソ 

Formica rufa truncorum var. yessoensis Forel 等は アカ エゾ 

マ ッ に寄生す る エゾマッオ ホア ブラ及 トドマツ に寄生す る トド マ ツ 

オホアブラを保護せんが公め、及季 (主と して雨期) 樹幹に土英士 

ﾡること が普通てあ る。然 し乍 ら蟻の種類、例ば ムネアカ オホ アリ 

Camponotus herculeanusvar.obscuripes Mayr の如さは、ﾡり土茨 

を 造 りなる例を見なV。文ﾡ曲の種ﾡ に 依 りては 例 ば ネナガオホ 

アブラ Cinaralongipennis(M.ttsumura)の如く、 土ﾡを好はないも 

のもある。ﾡは野を移動させると云人設あるも、針葉樹に寄生す 

る ものては、或種のものに小數見らるる程度で世人の考ふる程著し 

くはな。野当のﾡﾡは行刻生雌ﾡに依る場合が多い。

六、 自然界の制裁

4一頭の幹母 よ り 各代の も のが、少な く 見積 り 40 頭宛産仔す る 

もの と 假定 しi算せば.5 世代の終 り に は實に驚 く べ 3 數字 とな る。 

然し幸に自然界には常に制裁あ り て、左程大なる數字となってゐな 

い。只環境が動蟲 に惠 まれたる 場合に於 て のみ異常 な 發 生 を 見る。 

乙の制裁を氣象と天敵の二方面 よ りﾡ察する 乙 とが出來る。

1. 氣象的作用

ﾡ数の誠 と 氣象 との 關係は今 日 ﾡ界客図の學者に依つ て 管験 

されてゐる。一般に温高 く 湖沖度低 く 而 %集温のﾡ化つ少ない場所 

て-は よく 蕃殖する も、登激なる温皮の變化あると3、暴風雨の ある 

と合は、著しく其蒸殖を妨げられる ものて•ある。早春、孵化前,高 

温若くは乾燥烈し2時は、卵內の胚子に含まるる水分蒸發して、死 

滅する ものがﾡく なv。又針葉樹の葉に附着 しつつある卵は、雪中 

に没す ると合、下部の ものはそ の壓力のため聴死す る も のが く 

なv。

2. 天敵の作用

(4) 寄生雌

ﾡ蜂科 Aphidiidae に屬する Aphidius sp., Praon sr, 小蜂科 Cha- 
licididae にﾡする Aphelinus 等がある。

(") 企ﾡ量費

ﾡﾡ類を捕食するものにはテソトシムシ、 クサカゲロウ、 ヒラタ
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第4回 エゾマツカサアラの 

秋害木

アブ、 アヲゴミムシ、 サミムシ共 

他があり、其種類がﾡく ない。(第5 
賢塗照)

() 企内動物

蜘蛛類は針葉樹に寄生す る動蟲 を 

ょく補食し、野幌に於て救種狭見せ 

られてゐ る。

(=)歯 m
氣象状態が菌類の寿殖に好適 と な 

ると3. 動鏡は菌類に侵かさ るると 

とあり、 2-3種知られなるものがあ 

る。

以上の 內 野幌関有林 に於て最も T
要なる役割を爲 しつつある天敵は、大部分 (イ” ロ)“、)に屈す る 

ものてある。技に特記すべきことはﾡ数科、綿蟲科には、前述の如 

く各種の天敵あるも、毬動蟲科の天敵の種類ば左程多くない。何と 

なばれ夏季これ等天敵の發生す る頃、幼銀ﾡはﾡﾡ内にあり、保誰 

さるるるのが多いからてある。

七、人爲的防除法

人為的防除法には數種あ り、林業動部に對し主なる防除法ば 1 
薬熱的防除 2.機械的防除 3•林業的防除法等である。

ﾡに述べた る 如く 大ﾡ議と 迷動蟲 と は全く 其生態 を異にする 關係 

上、防除も分離して考へる必要がある。

1 . 業剤的防除法

(イ) 大ﾡ典

2 の類は一般農業斷蟲 と 同様大抵の藥劑に て死滅する。農業野ﾡ 

に就ては、今日 迄多數の藥劑實.驗例があ り、ネオトン、デソス石崎 

液,硫酸ニコチン、除露菊加用石油乳劑、アデカ 農石鹼、魚油石鹼 

及び=ロイ ド石崎 (水1 斗にﾡし30夕以上用ひなるもの) 等は極め 

て有効である。

ﾡに考人べS ことは農業作物 

にありては、前記の業剤そ年々 

数同布す ることは、經濟上左 

程困難ではないが、林木にあり

ては苗間にある間は別と して、 

変交通不便な るも 大面積の造林 

地にがて、斯かる操作を數囘繰 

返すことは、容易でない場合が 

第5回 ハネナが オルアラ の天敵、ヒ 

ゲナゲヒ ラ メアプ Chrysotoxum 
japonicum Shiraki の幼蟲

多いから、一旦藥剤撒布の後、長期間動蟲の寄生せざるもの程、優 

良なる藥劑と云ひ得る。乙の意味に於て、煙草粉の使用を推稱せん 

とするも のてあ る。煙草粉の中には 二=チ ン合有は 0.S % 位で遊 

離 ニコチン態の もの と、鹽類の狀態で存在 してるる。前者の合有 

は第ろ世な く 後者の比率は多い。從つて粉煙草の中のニコ チ ン元ﾡ 

の義生は徐 々 に行はれ其効果も硫酸ニ コチ ンの如く 急劇に現れな く 

緩慢に作用する。この遲効的ニ コチン作用を利用せんとする もので 

ある。本刑は撤布後約1 ケ月間野量の寄生よ り 免れる 性能 を 有し、

前述の藥剤に比し非常に有利な乙とが判つた。

(ロ) ﾡﾡﾡ

乙 の類の藥劑的防除試驗は 目下實驗中であ る が、現在ﾡに判明せ 

る結果に依れば硫酸ニ コ チ ン石崎液、石油乳剤. =ロイ ド石総液、 

松脂合劑、機械油乳剤等が比ﾡ的良好なる成ﾡを示してゐる。本蟲 

の驅除は藥劑の種類に依る は勿論な る も、驅除の時期に も非常な關 

係がある。管験の結果、4月下旬一5月中旬基母がﾡ皮して、無ﾡ
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無性の雌巌 とな る 頃が最 も 適常であ る o
2 .機械的防除法

大ﾡ難も往ﾡﾡも機械的防除に依 り て は大なる効果 を期待 し得 

ないが、後者の中数拠を遭るものは、未だ部協少數にして、被害輕 

微なる時代に6.7月頃、被害木から森趣を除去すると 非常な効果が 

ある。然し激害木に對し、連年此方法を繰返す 乙 と は徒らに樹勢を 

衰へしひる結果となる。

3 . 林業的防除法

大面積の造林地に害蟲發生せ る 場合、藥剤的驅除は理論的に は可 

能なるも、經濟上不可能な る場合が多い。

(イ) 大 動 蟲

一時的に大面積の森林を伐採して、其後の更新が適當でなかつた 

場合、急激に爵蟲の發生を見る乙とがある。殊に針葉樹に寄生する

大ﾡ豊及後野ﾡのﾡ生状態を見ると、天然林内よ り も 強度の皆伐跡 

の造林地多い 乙 と は、吾々の履ﾡ察すると ころてある。 様なと 乙 

ろて. は天然林伐採前、小苗斜植ﾡ林の如きを行ひ、其更新源を確 

してから、孔狀皆伐な り拝伐な り を行つねな ら、急激な皆伐よ り外 

界の諸因子の變動を比較的少なからしめ. 自然界の生物的均衡維持 

に役立ものてなからうか、目下常場に於て 乙 の方面の試驗 を實行中 

てある。

(v) 往野曲

本類に對する林業的防除法は當場に於て旣に研究濟に して.昭和 

19年12 月 發行 1.1 本林単合誌第19公第12脱に其一部を後表せるが、 

要旨は立地の適否にある。換言すれば森林土壌の良否、氣候,位置 

地位 (林型) 等に重大な る 關係があ る。被害程度は直接樹木の生理 

關係 に依り 軽重があ る のて、先づ造林せん とする 地方に於て師の 

破害を認びる場合は、特に立地の選定を誤らざることが、本ﾡ剛接

防除の最大要ﾡである。

八、結 び

以上林業に有害な る 動蟲の形態、生態・防除法のﾡ要につて述 

べなが、これ に依りーロ に林業上有害動撮 と 稱する も、ﾡ当科、綿 

撮科、ﾡ野科とに分ちて考人べきことと、針葉樹を害するﾡ数の特 

異性について知って頂けば望外の幸である 。
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